
古
い
地
図
や
絵
図
を、

見
る
楽
し
さ
の
一
つ
に

現
在
の
町
並
み
と
比
較。

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

今
回
紹
介
す
る
絵
図
は
、

秋
田
市
楢
山
の
金
照
寺
山

。

付
近
を
描
い
た
絵
図
で
す

〈
拡
大
図
１
〉
金
照
寺

付
近
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

太
平
川
の
側
に
あ
る
金
照

寺
は
、
現
在
で
は
若
干
手

前
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し

絵
図
中
の
金
照
寺
か
ら
愛

宕
社
に
登
る
道
は
現
在
も

変
わ
り
ま
せ
ん
。

絵
図
の
右
上
に
は
「
野
上
氏
山
荘
」
と
記
さ
れ
て
い
る
二
棟
の
建
物
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
藩
校
明
徳
館
の
祭
酒
（
学
長
）
を
勤
め
た
野
上
陳
令
の
山
荘
で
、
こ
の
絵
図
が

作
成
さ
れ
た
天
保
十
三
年
当
時
、
野
上
は
現
役
の
祭
酒
で
し
た
。
果
た
し
て
こ
の
山
荘

は
、
購
入
し
た
も
の
な
の
か
？
借
り
て
い
る
も
の
な
の
か
？
ど
ち
ら
で
し
ょ
う
。

絵
図
の
識
語
を
見
る
と
実
地
二
〇
〇
〇
分
の
一
と
あ
り
、
絵
図
中
の
赤
線
を
た
ど
る

と
、
ど
の
位
置
か
ら
何
を
目
標
に
測
量
を
行
っ
た
か
が
分
か
り
ま
す

〈
拡
大
図
１
〉
を

。

見
る
と
、
金
照
寺
山
付
近
の
測
量
は
、
尾
根
の
松
を
目
印
に
行
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
こ
う
し
た
樹
木
は
今
で
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

次
に
〈
拡
大
図
２
〉
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
現
在
の
楢
山
大
元
町
で
奥
羽
本
線
が
通
っ

て
い
る
所
で
す
。
そ
の
〈
拡
大
図
２
〉
に
は
、
楢
山
星
場
（
鉄
砲
・
大
砲
の
射
撃
場
）

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

今
月
の
お
す
す
め
資
料

（
混
架
２
９
―
１
９
２
）

楢
山
絵
図

今
号
の
広
報
紙
「
古
文
書
倶
楽
部
」
で
は
、
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
木
山
方
吟
味

役
の
加
藤
景
琴
（
月
篷
・
文
政
四
〜
慶
応
三
）
が
作
成
し
た
「
楢
山
絵
図
」
を
紹
介
し

ま
す
。
眺
め
る
ほ
ど
に
味
わ
い
深
さ
を
増
す
絵
図
の
世
界
を
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
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こ
れ
を
現
在
の
地
図
と
比

較
す
る
と
、
鉄
砲
の
射
撃

地
点
か
ら
目
標
ま
で
は
約

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
大
砲

の
場
合
は
太
平
川
を
飛
び

越
し
て
約
二
五
〇
メ
ー
ト

ル
く
ら
い
あ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。
こ
の
時
期
の

砲
術
稽
古
の
様
子
は
『
渋

』

、

江
和
光
日
記

第
十
二
巻

天
保
十
年
七
月
十
日
条
を

（
本
紙
第

ご
覧
く
だ
さ
い
。

三
号
で
も
紹
介
し
ま
し
た
）

〈
拡
大
図
３
〉
は
富
士

（
現
・
楢
山
明
田
近
隣
公

山

の
様
子
で
す
。
当
時

園
）

も
山
肌
は
急
斜
面
で
、
崖

に
な
っ
て
い
た
様
子
が
分

か
り
ま
す
。
ど
ん
な
に
町

並
み
が
変
わ
っ
て
も
、
道

路
の
位
置
や
景
観
は
変
わ

ら
な
い
。
古
島
敏
雄
と
い

う
研
究
者
は

こ
れ
を

土

、

「

地
に
刻
ま
れ
た
歴
史
」
と

呼
び
ま
し
た

今
号
の

古

。

「

文
書
倶
楽
部
」
を
片
手
に
楢
山
付
近
を
散
策
し
て
み
て

。

。

は
い
か
が
で
し
ょ
う

き
っ
と
何
か
発
見
が
あ
る
は
ず

「
写
真
が
よ
く
見
え
な
い
…
」
と
い
う
方
は
、
カ
ウ

ン
タ
ー
で
「
楢
山
絵
図
」
を
出
納
し
て
く
だ
さ
い
。

（

）

畑
中
康
博

こ
れ
は
秋
田
市
豊
岩
小
山
地
区
に
伝
わ
る
話
で
す
。

文
政
の
頃
（
一
八
一
八
〜
一
八
三
〇

、
豊
岩
に
勘

）

九
郎
と
い
う
若
者
が
お
り
ま
し
た
。
彼
は
一
風
変
わ
っ

た
若
者
で
、
幼
少
の
頃
か
ら
墓
地
に
立
つ
地
蔵
尊
に
親

し
み
、
夜
な
夜
な
墓
地
に
忍
ん
で
は
地
蔵
尊
と
談
笑
し

て
い
ま
し
た
。
や
が
て
勘
九
郎
は
こ
の
地
蔵
尊
か
ら
一

つ
の
明
珠
を
授
か
り
、
こ
れ
以
来
霊
感
を
得
て
、
数
々

の
奇
瑞
を
現
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

特
に
漁
労
に
は
霊
験
あ
ら
た
か
で
、
雄
物
川
に
お
け

、

る
鮭
・
鱒
漁
の
節
は
祈
願
を
頼
ま
れ
て
は
漁
場
に
赴
き

珠
の
霊
力
を
借
り
て
網
の
入
れ
ど
こ
ろ
を
指
示
し
、
こ

れ
が
一
度
と
し
て
外
れ
る
こ
と
が
な
く
常
に
大
漁
で
あ

っ
た
と
い
い
ま
す
。

ま
た
藩
主
の
前
で
、
一
網
ご
と
に
魚
の
数
を
言
い
当

て
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

こ
の
話
は
地
域
に
伝
わ
る
昔
話
か
と
思
い
き
や
、
石

井
忠
行
著
『
伊
頭
園
茶
話
』
一
の
巻
（

新
秋
田
叢
書
』

『

第
七
巻

一
九
〜
二
〇
頁
）
に
出
て
い
ま
す
。

或
る
時
宏
徳
公
（
佐
竹
義
厚

、
二
ツ
屋
（
現
・
秋

）

田
市
仁
井
田
・
県
立
秋
田
南
高
等
学
校
付
近
）
の
潟

に
網
を
入
、
鯉
を
と
ら
せ
給
ふ
折
、
鮭
網
功
者
な
れ

ハ
と
て
、
菅
原
源
太
夫
其
事
に
預
り
、
源
太
夫
よ
り

此
法
師
（
勘
九
郎
）
を
呼
て
例
の
如
く
し
て
大
に
え

お
お
い

も
の
あ
り
し
に
、
二
ツ
屋
の
御
小
休
所
へ
御
内
々
に

古
文
書
こ
ぼ
れ
話

―
伝
承
と
記
録
の
接
点
―

小
山
の
地
蔵
さ
ん

お

や

ま

て
召
連
け
れ
ハ
、
法
師
遙
向
ふ
よ
り
荒
莚
敷
た
る
上

あ
ら
む
し
ろ

を
膝
行
せ
し
に
、
膝
の
皮
を
摺
む
き
し
事
あ
り
と
、

や
ゝ
年
を
経
て
其
玉
い
つ
迄
も
持
て
ハ
身
の
為
に
よ

か
る
ま
じ
と
、
疋
田
松
塘
大
夫
（
家
老
）
に
申
さ
れ

て
、
此
翁
と
松
本
（
丹
下
・
郡
奉
行
）
の
両
寿
に
て

地
蔵
堂
の
土
中
に
埋
し
也
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
家
老
と
郡
奉
行
は
勘
九
郎
か
ら
地
蔵

尊
か
ら
得
た
珠
を
取
り
上
げ
、
地
蔵
堂
の
土
に
埋
め
た

と
あ
り
ま
す
。
家
老
の
疋
田
に
と
っ
て
怪
し
げ
に
映
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

し
か
し
珠
を
失
っ
た
と
は
い
え
、
勘
九
郎
を
訪
ね
る

人
は
後
を
絶
た
ず
、
勘
九
郎
は
羅
漢
の
如
く
崇
拝
さ
れ

た
と
言
い
伝
え
に
あ
り
ま
す
。

後
に
勘
九
郎
は
清
覚
院
と
名
乗
り
、
藩
よ
り
地
蔵
堂

を
建
立
す
る
た
め
の
土
地
と
志
賀
姓
を
拝
領
し
、
そ
の

。

（

）

子
孫
は
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す

嵯
峨
稔
雄

公
文
書
館
企
画
展
の
お
知
ら
せ

武
士
の
日
記
を
読
む

前
期

八
月
二
日
〜
九
月
七
日

後
期

十
月
二
十
四
日
〜
十
一
月
二
十
日

時
間

午
前
十
時
〜
午
後
五
時

会
場

二
階
特
別
展
示
室

解
説
会
は
、
公
文
書
館
講
座

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
コ

ー
ス
第
二
回
で
「
武
士
の
日
記
を
読
む
〜
企
画
展

解
説
会
〜
」
を
行
い
ま
す

（
八
月
八
日
（
金
）

。

午
後
一
時
半
〜
三
時
）
申
し
込
み
方
法
は
「
公
文

書
館
講
座
の
お
知
ら
せ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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